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●高柳さんから『会報USA』をいただいて！ 

 先日、「そろばん教室USA」主宰の高柳和之さん

（高 22回）から『会報USA／2022年 6月号』が贈られてきました。今号では先月 29日に行われた『音楽

の都ウィーンからの贈り物／富田千種バリトンリサイタル』についての記事（下）がありました。 

 今回の出演者 3人のご縁をつくってくださったのが高柳さんとのことで、このことについては「会報USA

／2月号」で知り、2月 11日付けの「夏炉冬扇第 5965号／自分の考え方を公表する覚悟！」でも綴らせて

いただきましたが、改めて感謝申し上げたいと思います。 

 私と富田様（19

回）との出会い

も、故・綿貫均先

輩（14回）が経営

されていらした

「ヘンリー茶夢」

という店での同

期会の打合せが

きっかけでした。

春日部地区浦高

会の創立 15 周年

記念事業を模索

していた私にと

って、富田様から

の「春日部でドイ

ツ歌曲のコンサ

ートを開催した

い」という申し出

はありがたいも

のでした。1 年目

は集客に苦労し

たものの、2年目、

3 年目と会員の皆

様のご協力で盛

大に開催するこ

とができました。 

 最初の企画書

は「中高生のため

のクラシック・コ

ンサート」と味気

ないものでした

が、富田様から

「いずれウィー

ンフィルやウィ

ーン在住のオペ

ラ歌手も登場さ

せよう」という夢

のようなご提案

を受けて『音楽の

都ウィーンからの贈り物』という素敵なタイトルとなり、2016年にはウィーンフィルのヴィオラ奏者・セバ

スティアン・フューリンガー様とピアニストのポール田中七子様、2017年にはソプラノ歌手のシルヴィア・

リーザー様にご出演いただくことができ、さらに野田市やさいたま市で引き継がれていることに感謝申し上

げます。今回は若いお二人との絆も生まれたようで、少々関わらせていただいた私は嬉しい限りです。 

小さなご縁を大きな絆に育てて！ 


